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抄　　録：学校生活に対して持っ中学生の充実感を検討した。　本報告では学年当初での学校生活

への充足感・満足感を問うたのち，学校が意図をもって計画した特別活動等がどのように理解されて

いるかも質問紙的に調査したが，学年途中（第2学期終末）の再調査ではどのようにそれが変容して

いるか，併せてその背景となる理由づけなどをも問うた。その結果，対教師関係，友人関係，学習

（教科），クラブ活動その他の特別活動について指導者としての教師の役割について示唆をもたらした。

さらに，これらを因子分折的に検討した結果，学年毎に充足感の様相が異なること，それに関与する

背景も異なることが因子的に示され，学年に応じ「個」とそこに形成される「全体（集団）」に対し

てどのように指導的視点を導入するかに示唆を与えた。

索引語：中学生，学校生活，生徒指導，因子分析，質問紙法

＊　本研究は，昭和62年度京都府教育委員会現職教育職員長期研修派遣事業の一環として派遣された舞

鶴市立白糸中学校教諭水谷　昭の研究報告「集団活動と生徒理解について－集団不適応生徒の指導

にかかわって－」を相田と一谷とが指導・助言してまとめたもののうち，「Ⅲ．生徒の学校生活に

対する意識と行動（研究1）」から，「調査1」（7月）「調査2」（12月）の比較検討の部分について，

加筆・修正を行ない，再検討を加え，現在の学校教育の実践に示唆をもたらし，還元されることを

願って報告したものである。なお，調査協力校である，当時の水谷教諭の勤務校舞鶴市立和田中学校

の先生方や生徒のみなさんの理解あるご協力に対し深甚の謝意を表する次第である。
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Abstract：In the previous study，the authorsinvestigated the relationship between the

sense of self－fulfillment and the behavior（or activity）of schoollife situations among

junior high schooI students．　The subjects used were about　450　students of a public

SChoolin Maizuru，Kyoto Prefecture．For the teachers these results obtained from these

data were very suggestive andinstructive for the future guidance of the present junior

high schooI students．In the present study，the authorsinvestigated the data obtained

by the retest method using the same questionnaireitems of the previous study．In

addition toit，in the present study，the authors questioned to the same students of the

previous study the reasons of the sense of self－fulfillment to schoollife．Further these

data were factorially analyzed and were compared to the data of the previous study．On

the basis of these procedures，the psychologlCal changes from the previous to the present

results were discussed from the several points．Generally speaking，the results obtained

Were Very uSeful of understanding the sense of self－fulfillment，the reasons of

unsatisfactory（or satisfactory）feeling to schoollife，and the methods of guidance to

individual student or every kind of student groups．

Key Words：Junior high schooI students，Guidance，Schoollife，Quetionnaire，Factor

analysIS

I．導入－問題と目的－

先の報告「中学生の学校生活への充実感に関する教育心理学的研究（1）」（一谷・相田・水谷，

1989）では，現代の中学生の持っ①「学校に対する満足度」を中心に，②「学校で教育的意図を

もって行われる集団活動についての意識」のうち，主としてa．「生徒たちのもつ仲間意識」，b．

「生徒会・行事的活動に対して持っ意識」，C．「調査協力校がとりわけ教育的に重視してきたいわ

ゆる『W中ギネス』（詳細は別添資料1参照。）へのとりくみに対して持つ意識」などを質問紙

法で調査した結果を報告してきた。

その結果，指導者としての教師は，個々の生徒を重視していくべきか，それとも集団としての

生徒を重視していくべきか，そのバランスをどのように考えてアプローチすべきかについて示唆

的な諸側面がうかがえた。中学校期は，一般的には思春期といわれるが，その思春期体験のなか

でも，学年に応じて，学校生活への満足度や集団的活動への意識にも微妙な発達的変化がみられ，

指導者としての教師がどんな形で役割を果すかを再吟味する有益な資料となった。異体的には，

1年生あたりでは，学童期の延長としての心理的，身体的状態が関係しているのか，それとも学

童期の学校体験の延長としての環境的側面が関係しているのかは明確でないにせよ，教師との直

接的関係のあり方いかんが大きく，それによって学校への充実感・満足感が影響するかにみえた。

しかし，2年生あたりからは，友達関係への関心が高まり，‘‘生徒たち”という集団に対して教

師がいわば間接的な形でどう関与し，危機的介入（Crisisintervention）をするかが重要であ

るようにうかがえた。3年生ぐらいになると，将来への進路などについても考えねばならぬ時期

に入いり，1年生の時期のように児童期の延長としての他者依存的（inter－dependent）な状態

のゆえに教師のあり方いかんに支配されて学校への満足感が変動することからは脱却して，より
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内面化され深化された形で自己をみつめっっ，指導者としての教師を暗に希求しているかにみえ

る行動がうかがえ，その意味での教師の接し方によって学校への充実感にも影響をもたらすと考

えられる結果となった。

このように，学校教育のなかで重要な役割を果たす教師のあり方は，中学校期といっても，学

年によってどのように生徒たちに接し対処していくかや，「個」への援助・指導と「全体」への

援助・指導のバランスをどのように配慮していくかによって，学校生活への意識や行動あるいは

充実感や満足感に敏感に反映することがうかがえた。

そこで，学校生活に充実感がもてる生徒指導や集団活動を考えるとき，現時点で生徒が学校生

活そのものをどのように受けとめているかを単発的に調査しただけでは十分ではないだろう。と

いうことは，一般的にいって中学校などにおいても，それぞれの学校にかなり長期的な教育目標

があり，それに応じて各年度の教育目標を設定して，その達成と充実に努力しているのが現状で

ある。「指導」というものは，「目標」が具体的に展開される実際的な形のものだが，この「指

導」の成果は「評価」としてあらわれてくる。ここに「評価」は教師が生徒を評価するというよ

りも，評価を介して，どの生徒がどんなところで，何に，どんな理由でつまずいているのかを教

師が理解すべきものと考える方が妥当である。つまり，「評価」は，生徒からの，教師の「指導」

への反省のサインを送ってくれたものとして，不十分な点，改善すべき点を反省する手がかりを

与えてくれていると考えるべきだと考える。そこに単発的な調査のみでは十分でないことが理解

できる。先ず，「指導」に先立っての診断的評価としての調査を行ない，その実体に即して「指

導」があり，その後に「指導」の成果を問うための総括的評価なり，指導途中での形成的評価が

あってはじめて調査が意味をもつ。もちろん，そうしたフィードバックのなかで将来的には生徒

一人ひとりが自己評価し，自己教育できる方向性をもっべきことはいうまでもない。

我々の報告した先の「中学生の学校生活への充実感に関する教育心理学的研究（1）」（以下

「研究（1）」という。）は，協力校で，ある特定年度の7月に実施した調査の結果を主として吟

味・検討したものであった。（具体的内容は別添資料2を参照。）協力校で，これまで比較的効果

的と思われる集団的活動を継続的に実践するに際して，たしかに生徒一人ひとりにとって意味あ

るものとして受けとめられているかを知るのに，とりわけ小学校からあがってきた1年生にとっ

ては，ある程度中学校での生活を体験してみたうえでないと，調査内容に理解不十分や回答不可

能な項目があったため，第1学期終業前の7月に調査した。その調査結果を報告したものであっ

たが，これに基づいて「指導」を展開した結果を，今回の報告では12月時点（第2学期終業前）

に，特定項目のみについて調査し，どのように変容しているかをみたものを申し、に報告しようと

考えている。いわば，事前調査（診断的評価のための）に基づいて「指導」を展開して，事後調

査（ないし途中調査）を行ったわけで，総括的評価とまではいかないにせよ，形成的評価とみて

よかろう。（この12月時点での調査内容は，「調査2」として別添資料3に掲載。）

このようにして，生徒一人ひとりからの学校生活への充実感や意識を基にして，これまでの実

践や今後の改善点，反省点を模索し，それを再び生徒たちに還元して指導・助言・援助するため

の過程であると理解したい。その背景には，教育理念的前提として，「生徒たちからの意識や充

実感に関する回答は，指導者としての教師への反省点に対する反応であり，サインであり，それ

に基づく教師の努力なしには生徒がより高まろうと努力することはありえない」という配慮があ

る。

こうした経過を基に，本研究報告の目的は具体的に次のようになる。すなわち，「調査1」（7
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月時点：第1学期終了時）と「調査2」（12月時点：第2学期終了時）との比較検討を行い，そ

の背景（理由）を調査，同時に因子的検討などを行ない，各学年の生徒を全体として，また，一

人ひとりについて，どう指導・助言・援助していくべきか，『楽しい学校』という充実感を持て

る方策を検討・吟味するための基礎的示唆を得ることを目的とする。

Ⅱ．研究I：「調査1」（7月）と「調査2」（12月）の比較検討

日的：すでに「導入－問題と目的－」（前項）で言及したとおりである。

方法：先の「中学生の学校生活への充実感に関する教育心理学的研究（1）」の報告と同様

調査法（質問紙法）による。なお「調査1」（7月時点）と「調査2」（12月時点）との調査項

目の具体的内容は別添資料2と資料3との通りである。なお被験者についても「研究（1）」と

同様。

結果と考察：

1．学校生活への意識の変化について：

学校生活についての「調査1」を昭和62年7月15日（第1学期終了直前）に実施したのち，

5カ月後の12月9日（第2学期終了直前）に「調査2」を実施。「調査2」の目的はすでに述べ

たことに加えて，新年度発足の比較的早い時点での「調査1」と，年度の後半を迎えた12月時

点とで，生徒の学校生活への意識にどのような変化がみられるかを理解することで，それを再び

生徒に還元するのにどう考え工夫したらよいかを検討するためである。

さらに，「調査2」では，「調査1」の質問から，①学校生活に対する満足度に関するもの8項

目と，（診集団的活動についての意識に関するもの2項目をとり出して質問した。加えて，各質問

項目での解答に対する理由を選択肢の中から抽出して解答するという内容を付加した。（「調査

2」の質問項目は別添資料3に示すとおりである。）

表1－1の左欄は，「調査1」と「調査2」との全校生徒の学校生活への肯定的傾向の回答を示

している。この表から次のことがうかがえる。すなわち，2項目（「よいクラブである」，「生徒

会の活動によって学校は高まる」）を除いて，7月と12月の2回の調査時点で，生徒の学校生活

への意識は全体的にはあまり変化をしていない。このように全校生徒を全体としてみたとき，意

識の変化は少ないが，問6・12（表中にもこの表記があるが前の数字は「調査1」での質問項

目番号，後の数字は「調査2」での質問項目番号で，質問番号は異なるが質問内容は同じ。以下

同様。）の「よいクラブである」（ズ2＝14．99，P＜．01）と，問20・17の「生徒会の活動によっ

て学校は高まる」（ズ2＝2．79，P＜0．1）で，7月時点（「調査1」）より12月時点（「調査2」）で

肯定的傾向を示す回答が有意に減少していることがうかがえる。

全校生徒のうち男子生徒ではどうなっているかをみると，表1－1の中欄のとおりである。表

1－1の右欄は女子生徒の結果を示している。男子（表1－1）では「よいクラブある」（問6・

12）玩2＝9．23，P＜．01）で有意に肯定的回答が減少している。他の質問項目では有意差なく，

男子生徒は全体としてみると変化が少ない。女子生徒全体では，「友達とうまくいっている」（問

3・7）は2＝3．87，P＜．05）と「よいクラブである」（問6・12）α2＝5．99，P＜．05）とに

有意な変化がみられた。前者（友達関係）は肯定的回答が有意に増加，友達関係の良好さを示唆

している。「よいクラブ……」への反応は有意に減少している。有意差はみられなかったものの，

「先生とうまくいっている」（問4・8）玩2＝1．65，．10＜P．20）では差のある傾向をもって肯
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表1－1学校生活についての「調査1」（7月）と「調査2」（12月）との比較（その1）

19

全　　　 校 男　　　 子 女　　　 子

調査 1

（449人）

調査 2

（44 6人）

ズ2値 調査 1

（213人）

調査 2

（2 10人）

ェ2値 調査 1

（236人）

調 査 2

（236人）

ズ2値

問 1 ・1 学校が楽 しい 3 2

（74．0）

344

（77．1）

1．19 150

（70．4）

159

（75．7）

1．40 182

（77．1）

185

（閥．4）

0．10

間 2 ・4　勉強がわかる 347

（77．3）

㍑

（74．7）

0．72 159

（74．6）

155

（73．8）

0．Ⅲ 1㊦

（79．7）

178

（75．4）

1．13

問 3 ・7　友達とうま くいって

いる

4（冶

（鮒．8）

414

（92．8）

1．13 1鋸

（91．0）

189

（鋤．0）

0．14 214

（鮒．7）

225

（95．3）

3．87’

問 4 ・8　先生とうま くいって

いる

340

（75．7）

352

（78．9）

1．29 162

（76．0）

162

（77．1）

0．肪 178

（75．4）

1鎌）

（釦．5）

1．65

固 5 ・10 よい学級である 287

（苺．9）

279

（62．6）

0．15 13

（62．4）

128

（蘭．9）

0．（泊 1嶺

（6 ．3）

151

（糾．0）

0．∝）

間 6 ・12　よいクラブである 346

（77．1）

2湘

（6 ．0）

14．竹‥ 167

（78．4）

1こ迫

（6 ．7）

且23‥ 179

（75．8）

152

（糾．4）

5．99’

間 7 ・14 学内 ・打ち込むこと

がある

340

（75．7）

326

（73．1）

0．従） 162

（76．0）

152

（72．4）

0．74 178

（75．4）

174

（73．8）

0．（カ

問 9 ・16 学外 ・打ち込むこと

がある

362

（鮒．6）

36

（81．9）

0．21 171

（幼．3）

174

（82．9）

0．46 191

（81．0）

191

（8 1．0）

0．（沿

問20 ・17 生徒会の活動によっ

て学校 は高 まる

認5

（拓．7）

泌1

（81．6）

2．79† 179

（糾．0）

170

（81．0）

0．69 2（蔦

仏7．3）

194

（82．2）

2．27

問か ・18　ギネスによって学校

は高まる

335

（74．6）

322

（72．2）

0．65 161

（75．6）

155

（73．8）

0．17 174

（73．8）

167

（70．7）

0．42

（註）「調査1」と「調査2」とでの肯定的傾向（「とても肯定」「やや肯定」）を示す回答を示した。
問6・12「よいクラブである」については，クラブに所属していない生徒を除いた。
各細胞（マス目）内の数値は実数を，（）内は％を示す。

＊＊はpく01，＊はpく05，†はp＜．10で有意差または有意差傾向のある変化のあることを示す。（表1－2につい
ても同様）

定的回答が増加している。

総じていえば，「調査1」（7月時点）と「調査2」（12月時点）とのあいだにみられる変化は

次のようである。すなわち，

①「友達とうまくいっている」（問3・7）は全体生徒では有意差はないが，男子生徒では有

意差なく，女子生徒にのみ有意な肯定的変化がみられる。

②「先生とうまくいっている」（問4・8）は全校生徒では有意差はないが，男子生徒では有

意差なく，女子生徒にのみ有意な肯定的変化の傾向（P＜．20）がみられる。

③「よいクラブである」（問6・12）は全校生徒，男子生徒，女子生徒のいずれにも有意に変

化がみられ，肯定的反応が減少している。

④「生徒会の活動によって学校は高まる」（問20・17）は，全校生徒で有意差傾向（P＜

．10）をもって肯定的反応が減少する。男子生徒では変化に有意差なく，女子生徒で有意差

傾向（P＜．20）をもって肯定的反応が減少する。

⑤他の質問項目では有意差は認められない。
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以上のように，全体として学校生活への大きな意識的変化は認められないが，変化が認められ

た項目のなかでは，男子に比して女子の方がやや多く変化が認められ，思春期における女子生徒

の人間関係への感受性が反映されているようだ。どの質問項目についても，ほぼ2／3以上の者

が肯定的回答をしているが，そうしたなかでの意識的変化の増減に注目して生徒を理解し，援

助・指導していく必要性が示唆される。

次に，学年別にみた結果は表1－2のようになっている。（左欄，中欄，右欄の順にそれぞれ

1，2，3年目の結果を示す。）1年生では，3つの質問項目に有意な，あるいは有意な傾向の変

化が認められる。いずれも肯定的傾向を示す回答が「調査1」（7月）から「調査2」（12月）

へと減少していく方にある。「よいクラブである」（問6・12）（90．5％→72．7％）が最も大きな変

化を示し，ついで「学校内に打ち込むことがある」（問7・14）（82．3％→73．1％），「生徒会の活

動によって学校は高まる」（問7・14）（93．9％→88．3％）となっている。1年生の場合，「調査

1」から「調査2」の時点へと有意な変化がみられたとはいえ，各質問項目への肯定的回答はも

ともと2年生・3年生よりも高水準で，ある意味では2・3年生の水準に近づいたともいえる面

がある。中学校に入学してまだ比較的間もない時期（「調査1」は入学後3か月である。）で，多

少の緊張感と期待感を抱きつつ，「さすが中学校」といったふうに，小学校生活との違いに目を

見張っている7月時点での「クラブ活動」や「生徒会活動」への高い評価が，第2学期を経過す

表1－2　学校生活についての「調査1」（7月）と「調査2」（12月）との比較（その2）

1　 年　 生 2　 年　 生 3　 年　 生

調 査 1
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調 査 2
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ズ2値 調 査 1

（14 8 人 ）

調 査 2

（14 4 人 ）

ズ2値 調 査 1
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調 査 2

（1 5 7 人 ）

ェ2値
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るにつれて，1年生もそれなりの形で中学校生活に参加して築きあげていく立場への自覚と依存

との心的括抗のなかで，12月時点の「調査2」ではこれらの項目への反応が肯定的ではあれ，

7月と比較して否定的にならざるを得ない面を示したのではないか。そのことは「学校内に打ち

込むことがある」（問7・14）（82．3％→73．1％）と10％水準で有意差傾向をもった回答にも示唆

されている。一般的なことばを用いれば，第1学期終了時の未だどちらかといえば観衆者的傍観

者的評価から，第2学期終了時での参加者としての評価反応への変化ともいえるかもしれない。

2年生では「友達とうまくいっている」（問3・7）（90．6％→95．1％，P＜．20）が有意な傾向

をもって増加的変化を，「よいクラブである」（問6・12）（73．6％→62．5％，P＜．10）が有意な

傾向をもって減少的変化を示している。その他の項目では有意な変化は認められない。一般的に

は，前期中等教育（中学校期の教育）で，指導者の教育的意図が入りにくい，いわゆる指導困難

期は2年生であるといわれている。「よいクラブである」との意識は低下するのに，「友達とうま

くいっている」という反応は90％台とはいえ増加する傾向があるのは，いわゆる「気の合う友

達」というものと「クラブなどでの友達関係」とに分化が生じているためではないか。そこに指

導面でも難しさがあると考えられる。青年期は一般に，秘密をもっことに心理的意味があり，指

導面や教育面からみた善悪を超えて，自分たちの悩みや喜びは自分達のレベルのものにしか理解

されないという心理的離乳の特色を2年生あたりが顕著に反映しているものとも考えられる。

3年生では，「学校が楽しい」（問1・1）（64．9％→73．9％，P＜．10）が多少増加傾向，「勉強

がわかる」（問2・4）（70．1％→63．1％，P＜．20）が減少傾向，「よいクラブである」（問6・

12）（67．5％→61．1％，P＜．20）が減少傾向の変化を示し，他の項目では変化が認められないと

いった結果となっている。注目に値するのは，僅かではあるが「学校が楽しい」と回答する肯定

的傾向が増加していることである。他の学年にもみられない傾向で，これについて考えてみる。

これには，現在のところ，教育実践的な面からと心理的な面からとの両側面からみて次のような

解釈仮説が成り立ちうる。すなわち，

①7月にくらべて12月は，3年生にとって進路選択の最終決定をせまられる心理的危機であ

るという前提に立っと，この時期に「学校が楽しい」とする傾向が以前より増加することは，

生徒たちの現状認識が十分でない結果だとする立場がある。この立場からすると，生徒たち

の「進路」に対する考え方や態度の甘さ，3年生としての重要な問題に対する逃避的な考え

方などを危惧する考え方へとつながっていく。

②社会的な現実をみるとき，中学校時代が最も楽しく過ごすことのできる時代だと考え，7月

から12月へと卒業が近づいてくゆなかで，一人ひとりの生徒が生活をェンジョイしようと

している結果であるとする立場がある。この立場に立脚すると，義務教育の最終仕上げの時

期を楽しく豊かに過ごそうという面と，「今しか好きなことのできる時期はない」という，

歯どめのない快楽への暴走という面との両面があるという解釈ができる。この立場の考えで

は①と同様に，「進路」への意識は相対的に後退する。

③時宜を超えた学年・学級を中心とする集団的活動の高まりが進行している結果であるとする

立場である。この立場に立っと，その背景に生徒一人ひとりに生活・学力の両面に着実な力

量，安定したしかも適確な思考や判断力を身につけた上での高まりであるか否かが問われる。

もちろん，教師からみてたしかに安心できる状態の「学校が楽しい」という側面も否定できな

い。そうした認識や意識が集団的活動を通して培われてきていることも否定できないことである。

にもかかわらず，この意識の内実により深く迫らねばならないことも，学校教育では避けて通れ
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ないことである。これらについてはさらに検討を要する。

「勉強がわかる」や「よいクラブである」において肯定的回答が減少の傾向を示しているのも

上記のことと関連づけると理解しやすいと考えられる。

2．学校生活についての意識の背景（理由づけ）－「調査2」を中心に－について：

今まで「調査1」（7月時点）と「調査2」（12月時点）とのあいだの学校生活への意識の変

化をみて比較検討した結果，全体的には，どちらかといえばあまり大きな意識的変動は見受けら

れなかった。これはいわば量的変化であって質的変化ではない。変動するにせよしないにせよ，

内容的，質的な側面がどのようになっているかが，生徒一人ひとりを理解し，指導・援助してい

くのに重要なことである。そこで「調査2」（12月時点）では各質問項目に対する回答に応じて，

「なぜそう思うのか？」の理由を選択肢から抽出するという内容を加えた。（具体的内容は別添資

料3を参照。）これが即座に質的，内容的な側面に対応するとは思えないが，肯定的とか否定的

回答の量的変化や比較よりも，より質的な面に接近するものと考え，今後の指導・援助の示唆と

したいとの意図的目的がある。

以下ではその結果の概要を報告し，吟味・考察を加えることにしたい。

図1は「学校が楽しいかどうか」で「とても楽しい」「楽しい」と回答した者の理由をたずね

た結果を肯定的回答としてまとめて示したものである。図1の左側のグラフは，全体，男子，女

子についてみた結果を，右側のグラフは学年別の結果を示している。（以下おおむね同様。）全体

としては，「学校が楽しい」理由は，「友達がいるから」が圧倒的に多く，次いで「クラブ活動が

楽しい」とつづき男女差は見られない。学年間では，2年生の理由の第1位に「クラブ活動が楽

しい」があり，次いで「友達がいるから」となって，1年生や3年生と逆になっている。また，

「調査2」が，3年生にとってクラブ活動を行っていない12月時点であったことから，「クラブ

活動が楽しい」という理由の選択はほとんどない。

図2は「学校が楽しいかどうか」で，「全然楽しくない」「あまり楽しくない」と否定的，消極

的回答をした者の理由の選択を示している。全体としては，「学校が楽しくない」ことの理由は，

図1「学校が楽しい」理由
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図2　「学校が楽しくない」理由

「夢中になってすることがない」が優位を占め，次いで「学級がおもしろくない」，「楽しい行事

がない」などとなっている。京都府総合教育センターが昭和56年度に府下の公立中学校13校，

2年生2411人を抽出して実施した「子どもの生活意識と行動に関する研究調査」の同じ質問へ

の回答では，第1位に「学校のきまりが厳しい」（22．6％），次いで「クラスがおもしろくない」

（19．1％）となっている。この両者を比較すると，本研究の調査協力校では，「学校が楽しくない」

理由が，生徒による自主的活動・行事とのかかわりによる回答になっていることに他校と異なる

特徴があるように考えられる。

また，「学校が楽しくない」理由では，性差がかなり認められる。学年間では，1年生が「学

校のきまりが厳しい」，「クラブ活動が楽しくない」などで，2・3年生ではみられない高い率を

示している。3年生では「勉強がわからない」と回答するものも7人に1人の割合（13．9％）で

いることがうかがえ，「その他」の回答率も高い。

図3は，「勉強がわかるか？」に対して「あまりわからない」，「ほとんどわからない」と否定的

回答を示したものの理由づけを示している。

「勉強がわからない」とする理由として，「先生の説明がわかりにくい」と回答しながら，他方

では，「自分ががんばっていない」と自らにも原因を求めている側面もうかがえる。学年間をみ

てみると，1年生では先生に原因を求めるといった特徴がある。2年生では，「もともと勉強が

できないから」との回答がかなりの割合（10人に1人）になっているところが，学習意欲の面

で気がかりである。3年生では「授業をしっかり聞いていない」が他学年より少なく，「わから

なければ……」，「わかりたい」といったような意欲がうかがえる。

全体としては，「勉強することが多くてむずかしい」，「勉強のやり方がわかっていない」，「今

まで習ったことがわかっていない」に学校がどう対応して，どう答えるかを考えねばならないと

思われる。教科学習での蹟きや挫折感が，学校生活への充実感の大きな背景となることは彼らか

らの教師への大切な示唆である。
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図3　「勉強がわからない」理由

図4は，「勉強があまりわからない」，「勉強がほとんどわからない」と否定的回答をした者に

対して，「そんなときにはどうしているか？」をたずねた結果を示している。「友達に教えてもら

う」が圧倒的に多い。次いで「そのままにしておく」とする者がかなりの率を占めており，気に

なる回答である。同時に，勉強がわからないとき，「先生にたずねる」がきわめて少ないことも，

思春期的特徴ともいえようが，指導上考慮しなければならない課題といえる。

図5は，上述のような実態や，また，「調査1」（7月時点）での生徒たちからの回答に基づい

て，「指導者としての教師像について，彼らがどんな人であることを望んでいるのか」を考える

ためのものとして回答を求めた結果を示している。すなわち，「あなたにとって，先生はどのよ

うな人であってはしいと思うか？」を問うた結果で，選択肢の中から2項目を選択する形で回答

を求めたものである。全体として，生徒の望む教師像は，「ひいきをしない先生」，「いっしょう

けんめい教えてくれる先生」，「おもしろい先生」，「自分をよくわかってくれる先生」，「なんでも

図4　勉強がわからないときどうするか
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図5　生徒の望む教師像

相談できる先生」ということになる。男女間の性差的特徴をみると，男子では「いっしょうけん

めい教えてくれる先生」が多く，女子では「ひいきをしない先生」が多く選択されているところ

に特徴がある。学年間では，あまり大きな差は認められないが，相対的には，1年生では「いっ

しょうけんめい教えてくれる先生」の選択が多く，2・3年生では「ひいきをしない先生」が最

も多く選択されていることがうかがえる。総じて，生徒たちは公平で，いっしょうけんめいに教

えてくれる，人間味のある教師像を求めているといえる。これは，これまでの種々の研究でも明

らかにされていることと対応する。

図6は，「自分の学級についてどう思うか？」の質問に対して，「あまりよい学級でない」，「全

然よい学級でない」と回答したものを否定的反応としてまとめて，それらの生徒に理由を選択肢

のなかから2項目選択してもらった結果を示している。「よい学級でない」とする理由としては，

「みんなが勝手なことをする」と回答したものがどの学年でも最も多い。次いで学年間の特徴と

しては，学年が進むにつれて，「まとめるための活動がない」としているものの率が多くなる傾

向を示しており，調査協力校の取り組みのあり方が反映されているように思われる。さらに，3

年生では，「ばかにしたり，いじめたりする人が多い」という選択はほとんどなく，ある意味で

は良好な傾向としての特徴がみられる。その他，「一部だけでなんでもする」，「先生とうまくい

かない」などが選択されている点について，量的に少ないとはいえ，指導上考えさせられる側面

がうかがえるのである。

図7は，「入部しているクラブについてどう思うか？」の回答で，「あまりよいクラブでない」，

「全然よいクラブでない」と否定的，消極的回答をしたものの理由を選択肢の中から2項目選択

した結果を示している。「よいクラブでない」理由は，全体として，「クラブにこない人が多い」，
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図6「よい学級でない」理由

「一部の人で何でもする」，「勝手なことをする人がいる」，「練習内容がしっかりしていない」な

どが上位を占めている。男女間では，女子で「同級生のあいだにもめごとがある」などにみられ

るように，人間関係のトラブルに理由を求める傾向があり，男子では練習内容等に理由を求める

特徴がうかがえる。学年間をみると，1年生では練習内容や活動場所など活動の条件に，3年生

では顧問の先生との関係に理由を求めている割合が高いという特徴がうかがえる。

図8は，「学校生活のなかで夢中になったり，打ち込んで取り組むこと（勉強，クラブ活動，

生徒会・学級の仕事，行事・自主活動など）があるか？」を問うたとき，「いっもある」，「ときど

きある」と肯定的な反応を示したものに，「どんなことに夢中になったり，打ち込んだりしてい

図7「よいクラブでない」理由
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図8　学校生活のなかで夢中になったり打ち込んでと

りくむこと

るか？」を選択肢の中から1項目を選択してもらった結果である。すでに述べたように，「調査

2」は12月時点に実施したため，学年間でかなり差が認められた。（3年生ではクラブ活動は，

進路や進学等の関係で，クラブ活動に参加しなくなてもよいことに，調査協力校ではなってい

る。）1年生では「クラブ活動」，次いで「友達との会話」となっている。2年生では，「クラブ

活動」が圧倒的に多く，次いで「体育祭」，「野外活動」などの行事的，特別活動的取り組みがつ

づく。そして他学年とは異なって「友達との会話」の選択が少ない。3年生は，実質的な活動を

していない「クラブ活動」はほとんど選択されず，「友達との会話」が優位を占め，「文化祭」，

「授業」となっている。「その他」の占める割合も高いことから，夢中になったり，打ち込んでや

ることが拡散する傾向がある。

以上の結果から，学校生活に対して充実感・満足感をもって精神的にも身体的にも健全な状態

で主体的に行動できるように生徒一人ひとりを指導していくには，生徒が形成する種々の公的，

私的集団に指導をどんな形で入れていくか，指導者である教師自身はどんな点を自己検閲すべき

か，一人ひとりにはどんな形で指導を入れるかなど，過去の実践をふまえてよりよい方向を模索

しつつ指導しているものの，さらに改善すべき課題がどこにあるのかに示唆をえたように思う。

もちろん，ここに示された結果がすべてでないことも認識しつつ歩んでいかねばならない。そし

てまた，上述の結果は，必ずしも一貫性をもたないことも事実で，そこに，思春期にある生徒た

ちの指導のむずかしさを患わせるものである。
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Ⅲ．研究Ⅱ：因子分析的検討－「調査1」と「調査2」を中心に－

目的：今まで，「調査1」（7月時点）の結果と，「調査1」（7月時点）での生徒たちの実態

に基づいて「調査2」（12月時点）を実施，両者を比較検討した結果を吟味し，同時に「調査

2」では，充実感・満足感を持ちえているか否かの背景となる理由づけなどを調査した結果など

について考察してきた。それらについては上に述べてきた通りであるが，性別・学年別にみても，

必ずしも一貫した結果を示しているとはいえない。そこで，ここでは，因子分析的検討を通して，

生徒たちの内的状態により深くアプローチしたいと考えた。

方法：被験者等については「研究1」（上述）と同じ。学校生活についての「調査1」と

「調査2」を通して，各学年の集団的な意識や充実感・満足感の特徴を理解，把捉するために，

因子分析的検討を試みる。学校生活に対する調査項目のなかから，①学校生活に対する満足度に

属する質問項目8項目と，②集団的活動についての意識に属する2項目の合計10項目を選び，

各質問につき4段階評定（とても肯定的，かなり肯定的，やや否定的，とても否定的）の選択肢

をっくって実施，学年ごとに因子分析を試みた。なお，因子分析に際しては，NEC PC9801の

パーソナル・コンピューターを使用，SPSS（Statistical Package for Social Science）によ

り，主因子法で初期解を求め，Varimax回転法で最終解を求めた。

結果と考察：結果は表2－1－1から表2－3－2までに示すとおりである。

表2－1－1は1年生の「調査1」（7月時点）についての結果である。第I因子は，「先生とう

まくいっている」，「よい学級である」，「ギネスのとりくみによって学校はよくなる」という意識

に共通して因子負荷が大きく，これに「学校が楽しい」，「勉強がわかる」という意識もかなり大

きな負荷をもって共通次元を形成していることがわかる。教育心理学的示唆として考えるとき，

この第I因子からは，“先生との関係が良好であることは，学校生活でのさまざまな側面を好意

的，満足的にとらえさせている”ということではなかろうか。（もちろん因子分析は相関行列か

表2－1－1「調査1」（7月）の因子分析（1年生）

（因 子 番 号） 因 子 負 荷

設 問項 目
I Ⅱ Ⅱ

問 1　 学 校 が 楽 しい 0 ．4 8 0 0 ．2 6 8 0 ．6 3 6

問 2　 勉 強 が わ か る 0．5 7 1 0 ．3 7 3 0 ．0 9 1

間 3　 友 達 と う ま くい って い る 0．3 0 6 0 ．6 4 8 0 ．0 6 5

問 4　 先 生 と う ま く い って い る 0．8 2 1 0 ．0 0 6 0 ．1 8 9

問 ．5　 よ い学 級 で あ る 0．7 8 1 － 0 ．0 0 0 0 ．0 4 3

間 6　 よ い ク ラ ブで あ る － 0．0 6 3 0 ．7 0 4 0 ．2 6 1

問 7　 学 内 ・打 ち込 む こ とが あ る 0．0 0 2 0 ．4 1 2 0 ．7 2 3

問 9　 学 外 ・打 ち込 む こ とが あ る 0 ．1 0 4 0 ．0 3 4 0 ．8 3 7

問 2 0　 生 徒 会 の 活 動 に よ って 学 校 は高 ま る 0 ．3 8 3 － 0 ．4 8 4 0 ．5 2 3

問 2 9　 ギ ネ ス に よ って 学 校 が 高 ま る 0 ．7 9 5 0 ．0 2 3 0 ．13 0

寄 与 率　 ト タ ル寄 与 率　 ％ 2 7 ．3 1 塩 ．4 2塩 ．5
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表2－1－2　「調査2」（12月）の因子分析（1年生）

（因 子 番号 ） 因 子 負 荷

設 問 項 目
I Ⅱ Ⅲ IV

間 1　 学 校 が 楽 しい －0 ．0 90 0．5 9 7 0．5 2 7 － 0 ．3 1 8

間 4　 勉 強 が わ か る 0．0 90 － 0．0 7 1 0．4 4 0 0．2 7 6

問 7　 友 達 と うま くい って い る －0 ．0 3 6 0 ．3 0 8 － 0．14 3 － 0．7 3 6

間 8　 先 生 と うま くい って い る 0 ．5 55 －0 ．34 1 0．3 9 1 － 0 ．2 4 8

問 1 0　 よ い学 級 で あ る －0 ．0 14 0 ．0 3 1 0 ．8 0 3 －0 ．1 7 0

問 1 2　 よ い ク ラ ブで あ る 0 ．16 6 0 ．8 6 0 －0 ．0 7 5 0．0 0 5

問 14　 学 内 ・打 ち込 む こ と が あ る 0 ．3 6 5 0 ．0 6 8 0 ．0 6 3 －0 ．7 1 2

問 1 6　 学 外 ・打 ち込 む こと が あ る 0 ．15 4 － 0 ．2 2 4 0 ．2 0 1 －0 ．7 7 1

問 1 7　 生 徒 会 の 活 動 に よ っ て学 校 は高 ま る 0 ．8 0 3 0 ．2 6 9 － 0 ．14 2 － 0 ．19 8

問 18　 ギ ネ ス に よ って 学 校 が高 ま る 0 ．8 8 0 0 ．0 12 0 ．0 8 4 － 0 ．0 2 5

寄与 率　 ト タ ル寄 与 率 ％ 2 1．5 1笠 ．9 1塩 ．6 1篭 ．1

ら出発するので因果関係は明確化できないが。）

第Ⅲ因子は，「よいクラブである」，「友達とうまくいっている」が正の負荷をもって共通次元

にあり，「生徒会の活動によって学校は高まる」は負の負荷量をもってこの因子軸に寄与してい

る。これを教育心理学的観点から解釈すると，“クラブ活動を通して友達関係が良好になってい

ると考えている生徒は，生徒会活動にはマイナスの評価をもっている”（ある意味では妨害的効

果，またはわずらわしい，熱中できない）ということになる。

第Ⅲ因子は，「学校内，学校外ともに打ち込めるものがある」ことと「学校が楽しい」ことと

が正の負荷をもって関連していることを示している。併せて，「生徒会の活動によって学校は高

まる」も共通の因子次元にあることがわかる。教育的に解釈すると，“学校内，学校外に打ち込

むことのある生徒は，学校も楽しいと感じることができる関連性があり，生徒会の活動によって

学校は高まると受けとめていることとも関連がある”ということである。

表2－1－2は同じく1年生の「調査2」（12月時点）での因子分析の結果を示している。第I

因子では，「先生とうまくいっている」（0．555），「生徒会の活動によって学校は高まる」（0．803），

「ギネスによって学校が高まる」（0．880）がいずれも大きな正の負荷量をもって因子軸を形成し

ている。‘‘生徒会の活動，ギネスなどのとりくみを評価している生徒は，先生との関係も良好な

生徒である’’ことを示唆している。因果関係はともかくとして，調査協力校が教育目標達成のた

め重視してきた生徒会活動やギネスのとりくみの意義がクローズ・アップされており，同時にそ

れを大切に考えてきた指導者としての教師との関係も共通次元に出現しているということになろ

つ。

第Ⅲ因子は，‘‘よいクラブであるから学校が楽しい’’とする考えであることがうかがえる。

第Ⅲ因子は，“よい学級であって，勉強もわかるから学校が楽しい”とする意識であり，そこ

に“先生ともうまくいっている”こともかなり関与していみことがうかがえる。

第Ⅳ因子は，“友達とうまくいっていることが，学校内でも学校外でも打ち込めることがある
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表2－2－1「調査1」（7月）の因子分析（2年生）

（因 子 番 号 ） 因 子 負 荷

設 問項 目
I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

間 1　 学 校 が 楽 しい 0 ．77 4 0 ．17 3 0 ．15 7 0 ．16 5

問 2　 勉 強 が わ か る －0 ．10 9 0 ．78 3 －0 ．07 4 0 ．116

間 3　 友達 と う ま く い って い る 0 ．81 8 0 ．00 9 0 ．0 1 1 －0 ．06 3

問 4　 先生 と う ま くい って い る 0 ．43 0 0 ．53 1 0 ．24 9 －0 ．30 0

問 5　 よ い学 級 で あ る 0 ．68 6 －0 ．07 6 0 ．28 4 0 ．23 3

問 6　 よ い ク ラ ブで あ る 0 ．42 4 0 ．34 0 0 ．42 9 －0 ．26 5

間 7　 学 内 ・打 ち込 む こ とが あ る 0 ．12 8 0 ．74 3 0 ．10 6 0 ．11 1

問 9　 学 外 ・打 ち 込 む こ とが あ る 0 ．17 0 0 ．17 4 0 ．10 9 0 ．89 3

問20　 生 徒 会 の 活 動 に よ って 学 校 は高 ま る 0 ．13 3 0 ．15 2 0 ．83 1 0 ．08 5

間29　 ギ ネ ス に よ って 学 校 が 高 ま る 0 ．13 9 －0 ．07 3 0 ．86 4 0 ．0 5 2

寄 与 率　 ト タル 寄 与 率 ％ 22 ．0 1篭 ．6 1笠 ．8 1笠 ．6

ことにつながる’’という意識的次元である。

以上のように，1年生について「調査1」（7月）と「調査2」（12月）との，因子分析的パ

ターンでの意識の変化をみると，①先生に依存した意識から，友達との関係による意識へ，②学

校のとりくみはあまりかかわりないとの意識から，学校のとりくみとのかかわり（学校派とクラ

ブ派といってもよいかもしれない）に深く関与した意識へと変化していく様相がうかがえる。不

慣れな中学校生活を体験する初期段階の1年生にとって，入学当初から1学期間を経過する問に

おける，指導的役割を果たす教師の役割の重要さを示唆するものである。それとともに，漸次的

に，教師は学校の豊かな種々の取り組みを通して，徐々に生徒相互のかかわりを見守り，育てて

いくという立場に立っ必要性が示唆されている。

表2－2－1は7月時点（「調査1」）での2年生の因子分析結果である。第I因子は“友だちと

うまくいき，よい学級であるから学校が楽しい’’という充実感・満足感であることがわかる。こ

れに加えて，「先生とうまくいっている」こと，「よいクラブである」ことなども多少関与してい

る。

第Ⅱ因子は，“勉強がわかることで，学校内に打ち込めるものがある”というものである。第

Ⅲ因子は，“生徒会の活動とギネスのとりくみを評価している”ものといえる。また，第Ⅳ因子

は“学校外での打ち込むことに目がむいで，他のこととあまり関連がみられないものである。

表2－2－2は12月時点（「調査2」）での2年生の因子分析結果である。第I因子は，“学校

内・学校外ともにそれぞれ打ち込めるものがあり，したがって学校も楽しいと感じうる’’もので

ある。第Ⅲ因子は，“友達や先生とうまくいっているから学校が楽しい’’とする満足感である。

第Ⅲ因子は“クラブ活動を中心に，生徒会活動，ギネスなどのとりくみを評価している”もので

ある。そして第Ⅳ因子は，“学級を中心に，生徒会活動やギネスなどのとりくみを評価している”

ものである。

2年生での「調査1」（7月）と「調査2」（12月）との因子分析の結果から，その意識的特
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表2－2－2　「調査2」（12月）の因子分析（2年生）

（因 子 番 号 ） 因 子 負 荷

設 問項 目
I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

問 1　 学 校 が 楽 しい 0 ．4 6 9 0 ．5 7 5 0 ．0 16 0 ．33 5

問 4　 勉 強 が わ か る 0 ．4 2 5 0 ．3 3 0 0 ．4 16 0 ．16 6

問 7　 友 達 と う ま くい って い る 0 ．0 4 1 0 ．8 6 0 － 0 ．0 9 7 － 0 ．0 4 1

間 8　 先 生 と う ま くい って い る 0 ．0 2 6 0 ．7 7 0 0 ．2 7 6 0 ．1 7 1

問 10　 よ い学 級 で あ る 0 ．0 0 7 0 ．1 10 － 0 ．14 7 0 ．8 6 5

問 12　 よ い ク ラ ブで あ る － 0 ．0 3 0 0 ．0 14 0 ．8 4 5 － 0 ．1 18

問 1 4　 学 内 ・打 ち 込 む こ とが あ る 0 ．7 3 8 0 ．2 8 4 0 ．15 7 0 ．0 16

問 16　 学 外 ・打 ち 込 む こ とが あ る 0 ．8 11 － 0 ．12 7 － 0 ．0 2 3 0 ．10 7

問 1 7　 生 徒 会 の活 動 に よ って 学 校 は高 ま る 0 ．3 1 1 0 ．0 5 4 0 ．4 9 7 0 ．5 1 1

問 18　 ギ ネ ス に よ って 学 校 が 高 ま る 0 ．2 3 0 0 ．1 0 6 0 ．5 18 0 ．5 7 7

寄 与 率　 ト タル 寄 与 率 ％ 1 7 ．6 1笠 ．6 1笠 ．9 1笠 ．。

徴は主として次の2点に要約しうる。すなわち，①「学校が楽しい」という充実感・満足感の背

景の変化が認められること。つまり，7月時点では「友人とうまくいき」，「よい学級」というこ

とから，12月時点では「学校内・学校外に打ち込むことがある」という方向への変化があるこ

と。（診「生徒会・ギネスなどへのとりくみへの評価」の背景が二分されること。つまり端的に

いってクラブ派と学級派とにかなり明確に分かれることなどである。

さて，3年生ではどうであろうか。表2－3－1と表2－3－2がその結果を示している。ここで

は，詳細な言及は避けるが，1年生や2年生の場合と同様の見方をして頂ければよい。3年生で

は，彼らの意識の特徴は次のようになっているといえる。7月時点と12月時点での学校生活へ

の意識にはあまり変化がみられず，「7月の因子I」→「12月の因子I」，「7月の因子Ⅱ」→

「12月の因子Ⅲ」，「7月の因子Ⅳ」→「12月の因子Ⅲ」といった特徴がみられる。たとえば，7

月時点での，‘‘勉強がわかり，友達や先生ともうまくいってよい学級だから学校が楽しい」（因子

I）は，「勉強がわかる」こととの関連は後退しているものの，そのまま12月時点の「因子I」

のノヾターンとあまり変化がなく，持続状態にあるといった具合である。すでに表1－2の右欄

（3年生）で示したように，3年生の7月時点に比して，12月時点の方が「学校が楽しい」とす

る回答が有意に増加しているという事実の解釈として，そこで示した解釈仮説の②「残り少ない

中学校生活をエンジョイしようとしている結果ではないか」と関連があるように思われる。そし

て，進路の選択や決定を迎えた12月時点で「勉強がわかる」が後退しつつも，「学校が楽しい」

が増加しているということが，残されたわずかな指導期間であれ，彼らとの関係をどうしていく

か危惧されるところである。3年生にとっては，進路の最終的選択決定の時期を控えて，学習を

重視しつつも，一人ひとりりの生徒が学校生活に良好な意識，満足感，充実感のもてるとりくみ

が必要なことを示唆している。

今まで，1年生から3年生にかけて，「調査1」（7月）と「調査2」（12月）との意識的変化

を因子構造的な側面から検討してきた。これらの結果を総括的に，「学校が楽しい」という，な
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表2－3－1「調査1」（7月）の因子分析（3年生）

（因 子 番 号 ）因 子 負 荷

設 問 項 目
I Ⅱ Ⅲ Ⅳ

問 1　 学 校 が 楽 しい 0 ．710 0．08 0 0．28 5 0 ．18 3

問 2　 勉 強 が わ か る 0 ．633 0 ．223 －0．132 －0、254

間 3　 友 達 と うま くい って い る 0 ．59 7 0．27 3 0．00 5 0 ．09 3

問 4　 先 生 と う ま くい って い る 0 ．523 0 ．4 2 1 －0．033 0．17 9

問 5　 よ い学 級 で あ る 0 ．683 －0．180 0．04 4 0 ．29 5

問 6　 よ い ク ラ ブで あ る 0 ．10 1 0 ．8 36 －0．086 0．17 6

問 7　 学 内 ・打 ち込 む こ と が あ る 0 ．173 0．67 5 0．32 8 0．12 6

間 9　 学 外 ・打 ち込 む こ とが あ る 0 ．042 0 ．06 6 0．93 4 0．00 8

問 20　 生 徒 会 の 活 動 に よ って学 校 は高 ま る 0 ．265 0 ．10 2 －0．073 0 ．72 6

問 29　 ギ ネ ス に よ って 学 校 が 高 ま る －0 ．007 0 ．23 9 0．11 3 0．78 1

寄 与 率　 ト タ ル寄 与 率 ％ 2 1．1 1塩 ．8 1塩 ．9 1号七 。

表2－3－2　「調査2」（12月）の因子分析（3年生）

（因 子 番 号 ） 因 子 負 荷

設 問 項 目
I Ⅱ Ⅱ

問 1　 学 校 が 楽 しい 0 ．7 3 6 0 ．1 9 1 0 ．1 5 3

問 4　 勉 強 が わ か る 0 ．4 3 2 0 ．1 2 8 0 ．3 8 3

問 7　 友 達 と うま くい って い る 0 ．7 3 1 － 0．0 2 6 0 ．2 8 4

問 8　 先 生 と う ま くい って い る 0 ．5 4 2 0 ．1 9 1 0 ．4 7 8

問 1 0　 よ い 学 級 で あ る 0 ．7 0 1 0 ．0 5 5 0 ．1 9 3

間 1 2　 よ い ク ラ ブ で あ る － 0 ．18 7 0 ．8 3 2 0 ．2 5 3

問 1 4　 学 内 ・打 ち込 む こ とが あ る 0．5 5 2 0 ．5 9 1 － 0 ．0 2 6

問 1 6　 学 外 ・打 ち込 む こ とが あ る 0．4 4 3 0 ．6 5 6 － 0 ．0 5 2

問 1 7　 生 徒 会 の活 動 に よ って学 校 は高 ま る 0．3 8 6 0 ．0 3 8 0 ．6 5 0

間 1 8　 ギ ネ ス に よ って学 校 が 高 ま る 0．0 8 0 0 ．0 5 5 0 ．8 5 1

寄 与 率　 ト タル寄 与 率 ％ 2 7 ．4 1 ％ ．1 1 7君 ．。

んらかの形での満足的，充実的意識に限ってまとめてみると表3－1から表3－3にみられるよう

になっている。表3－1は1年生，表3－2は2年生，表3－3は3年生の因子パターンをまとめ

たもので，「学校が楽しい」という意識と他の諸項目との関連を，「学校が楽しい」ことに関与し

ている因子のみについて，因子負荷量をも考慮して表示している。「学校が楽しい」こととの関

与の仕方は因子負荷量の大小によって知ることができる。

これらの表から特徴的なことは，
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表3－1「学校が楽しい」との充実感・満足感への寄与ノ1ターン（1年生）

1 年生 7　　　　 月　　 （調　　 査　 1 ） 12　　　　 月　　 （調　　 査　　 2 ）

学

校

が

楽

し

い

因
子

I

0．48 0

0 勉強がわか る （0．57 1）

0 先生 とうまくいって いる （0．82 1）

0 よい学級で ある （0．78 1）

。ギ ネスで学校が高 まる （0．79 5）
〔0 生徒会の活動で学校が高 まる （0．38 3）〕

〔0 友だち とうまくいって いる （0．30 6）〕

因
子
Ⅲ

0．52 7

0 勉強がわか る （0．4 40）

〔。先生 とうまくい ってい る （0．39 1）〕

0 よい学級であ る （0．8 03）

因
子
Ⅲ
0．63 6 1

0 学校内 に打 ち込 むことがある （0．7 23）

0 学校外 に打 ち込 むことがある （0．83 7）

0 生徒会 の活動 で学校 が高 まる （0．5 23）

因
子
Ⅳ
〔－0．3 18〕

0 友だち とうまくいって いる （－0．73 6）

0学 校内に打ち込む ことがあ る （－0．7 12）

0 学校外に打 ち込む ことがあ る （－0．77 1）

因
子
Ⅱ
0．59 7

〔0友 だち とうまくい ってい る （0．3 08）〕

〔0 先生 と うま くい ってい る （－0．3 4 1）〕

0 よいク ラブであ る （0．8 60）

表3－2　「学校が楽しい」との充実感・満足感への寄与ノヾターン（2年生）

2 年生 7　　　　 月　　 （調　　　 査　　 1 ） 12　　　　 月　　 （調　　　 査　　　 2 ）

学

校

が

楽

し

い

因
子

I

0．77 4

0 友達 とうまくいって いる （0．8 18）

0 先生 とうまくいって いる （0．43 0）

0 よい学級で ある （0．6 8 6）

0 よい クラブであ る （0．4 24）

因
子

Ⅲ

0．57 5

〔0勉 強がわか る （0．3 30）〕

0 友達 と うま くい ってい る （0．8 60）

0 先生 とうまくい ってい る （0．77 0）

因
子

I

0．46 9

0勉 強がわか る （0．4 25）

0学校 内に打ち込む ことがあ る （0．738）

0学 校外に打ち込む ことがあ る （0．8 1 1）
〔0 生徒会の活動で学校 は高 まる （0．3 11）〕

因
子

Ⅳ
〔0．33 5〕

0 よい学級 であ る （0．8 65）

0生徒会 の活動 で学校 は高 まる （0．51 1）

0 ギネスによ って学校が高 まる （0．57 7）

表3－3　「学校が楽しい」との充実感・満足感への寄与パターン（3年生）

3 年生 7　　　　 月　　 （調　　　 査　　 1 ） 12　　　　 月　　 （調　　　 査　　　 2 ）

学

校

が

楽

し

い

因

子

I

0．710

0 勉強が わかる （0．63 3）

0 友達 とうま くいっている （0．5 97）

0 先生 と うま くい ってい る （0．5 23）

0 よい学級 である （0．68 3）

因

子

I

0．7 36

。勉強がわか る （0．4 3 2）

。友達 とうま くいっている （0．73 1）

0 先生 とうま くいっている （0．54 2）

0 よい学級で ある （0．70 1）

0 学校内 に打 ち込 むことがある （0．5 52）

0 学校外 に打 ち込 むことがある （0．44 3）
〔0 生徒会 の活動 で学校 は高 まる （0．3 86）〕

の1年生では7月時点で2種の因子が，12月時点で3種の因子が関与（寄与）していること

がわかる。これが2年生では，7月時点で1種の因子，12月時点で3種の因子が寄与する

形となっている。しかし，3年生になると，7月時点，12月時点ともにそれぞれ1種の因

子しか関与していない。

②「学校が楽しい」ことへの因子寄与の様相は，1，2年生では分散的，拡散的であるが3年

生では集中的となる。別のことばでいえば，分化から統合へと移行していることが考えられ

る。

③1年生では，7月には④．「先生とうまくいき，よい学級で，ギネスで学校が高まり，勉強

もわかる」（因子I）と⑤．「学校内にも，学校外にも打ち込むことがあり，生徒会の活動で

学校が高まる」（因子Ⅲ）とがそれぞれ独立に関与して「学校が楽しい」と感じているのが，
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12月には，④「よい学級で，先生とうまくいっていて，勉強もわかる」こと（因子Ⅲ），⑥

「友だちとうまくいって，学校の内外に打ち込めることがある」こと（因子Ⅳ），㊤「よいク

ラブで，友だちとうまくいっている」こと（因子Ⅱ）（ここでは先生とうまくいくことはマ

イナスに評価されている。）の3要因がそれぞれ独立に関与して「学校が楽しく」なってい

る。

④2年生では，7月時点には，「友だちとうまくいき，よい学級で，先生とうまくいって，よ

いクラブである」こと（因子I）が「学校を楽しく」しているが，12月時点では，（∂「友

だちとうまくいって，先生ともうまくいき，勉強がわかること（因子Ⅱ），⑤「学校外にも

学校内にも打ち込めることがあって，勉強がわかり，生徒会の活動で学校は高まる」と受け

とめられること（因子I）㊤「よい学級で，ギネスで学校が高まり，生活会活動で学校が高

まる」と受けとめられていること（因子Ⅳ）が，それぞれ独立に関与して「学校が楽しく」

なっている。

⑤3年生では，④「よい学級で，先生とうまくいき，友だちともうまくいって，勉強がわか

る」こと（因子I）が，7月時点では「学校を楽しい」ものにしており，12月時点でも，

④「よい学級で友だちとうまくいき，先生ともうまくいって，勉強がわかるとともに，学校

内・学校外にも打ち込めるものがあり，生徒会活動で学校が高まる」と意識されること（因

子I）が「楽しい学校だ」との満足感・充実感に関与している。

⑥上記の③④⑤をまとめてみると，1年生では，7月時点では，「学校が楽しい」との満足

感・充実感をもたらす背景として，

謂）は；墨這票品笠霊芸‡‡票警是徒会活動で学校は高まる
となっており，12月時点では，

。品Ei喜≡買主豊票漂茎芸昌・学校外に打ち込めることがある
となっていく。2年生では，7月時点で

2年（a）よい学級・よい先生・よい友だち・よいクラブ

（7月）

であったものが，12月時点では

。議）（≡至違三善琵…蓋…≡……予三雲慧雲豊校は高まる
となっていく。そして3年生では，

3年　ta）よい先生・よい友達・よい学級2勉強がわかる

（7月）

から，

3年（a）よい学級・よい先生・よい友達2勉強がわかる，学校内・学校外に打ち

（12月）　込むことあり

となっていくことがうかがえる。（なお　2　は，因果関係なり，先行条件と後続条件
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とが明確でないから，このように示した。）

⑦以上の結果は，「学校が楽しい」と感じられることに対して，

a）共通している点は，よい先生，よい学級，よい友達が，勉強にせよ，その他の活

動にせよ大きな要因となっていること。

b）「学校が楽しい」と感じられることに対して1年の後半から2年生あたりにかけ

て，いわゆる「学級派」と「クラブ派」に分かれること。

C）なんらかの形で学校内なり学校外に打ち込めることがあること。

d）発達的（学年的）にみて，3年生でひとっの要因（因子）となってまとまって

「学校が楽しい」と感じられていることは，最終学年として統合された形でそうなっ

ていること。

e）「学校が楽しい」ためには，よい先生，よい学級，よい友達，よいクラブであるこ

とは重要だが逆にいえば，「学校が楽しくない」と感じている生徒がいることも否定

できないわけで，そこには，先生，学級，友達，クラブなどでの主として人間関係に

非好意的なイメージをもっているという背景をもって悩んでいる生徒がいることを考

えねばならない。

同時に打ち込めるものがどんな方向性のものかも考えねばならない。などのことが含蓄されて

いると思われる。いずれにせよ，因子分析的には，指導者としての役割の中心となっている教師

が，彼らの学校生活に対して，“どこに’’，“どんな形で’，‘‘何に対しで’，“誰に（個か全体か）”，

‘‘いっの時期に”指導を入れていくのかに多くの示唆を与える結果が得られたと考える。
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（資　　料　1）「和田中ギネスのとりくみ」の参考資料



38 中学生の学校生活への充実感に関する教育心理学的研究（2）

（資　料　2）「調査1」（7月時点）の質問項目と内容
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（資　　料　3）「調査2」（12月時点）の質問項目と内容
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